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研究シーズ概要 

地球上で人が利用できる水

はわずか 0.8％ に過ぎず、 

増加する水需要に対応するた

め、循環・再利用水の市場は拡

大を続けています。 

本研究では、水銀を使用し

ない広帯域発光の深紫外線光

源を用いた次世代型水処理技

術を開発します。この技術は、陸上養殖場や食品工場などで求められる安全性を保

ちつつ、排水基準を満たす水質への浄化を行うことで、水の循環・再利用ニーズに

応えます。 

進捗状況 着想・構想段階      基礎研究段階      実証段階  

連携研究の 

範囲・方法 
◆本シーズは実証段階にあり、ニーズ企業の施設で実証実験を行いたい。 

用途・効果 

・市場 

〈用途〉 

◆陸上養殖、食品工場、畜産・酪農など比較的小規模施設での水循環・再利用 

◆水コストの削減、細菌増殖リスクの低減 

〈効果・市場〉 

安全性向上  ： 水銀フリーで食品工場にも適用可能 

コスト削減  ： 水循環・再利用により水コストを低減 

環境配慮   ： 社会のトレンドに沿った低環境負荷技術 

企業価値向上 ： 持続可能な水処理システムの導入により企業ブランド強化 
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水の循環・再利用のニーズ業種

陸上養殖場
畜産・酪農
食品加工所

ろ過処理の課題

濁質によるろ過閉塞(目詰まり)

→洗浄中の断水・ろ材の交換
→流速の低下

紫外線処理(低圧水銀ランプ)の課題・ニーズ

ランプに水銀を含む

低透過率に対応できない

光回復現象による細菌の再増殖
塩素消毒による耐性菌発生リスク
抗生物質を分解し環境負荷低減
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シーズ技術

(補完)濁質の分解
→ろ過閉塞の低減
→流速の向上

ろ過前に紫外線処理を導入

シーズ技術
(代替)水銀フリーランプ
(補完)低透過率に対応
(補完)光回復現象に対応
(補完)塩素使用量を低減可能
(補完)抗生物質分解に対応


